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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
六
年
の
新
春

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
商
工
会
事
業
の

円
滑
な
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
我
が
国
経
済
は
、
企
業

収
益
の
改
善
な
ど
を
背
景
に
、

緩
や
か
な
回
復
の
動
き
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

　

本
県
商
工
会
地
域
に
お
い
て

も
、
中
小
企
業
景
況
調
査
の
結

果
で
は
、
産
業
全
体
の
売
上
額

Ｄ
Ｉ
は
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
採
算
面
で
は
、
原
材
料
や

仕
入
価
格
の
上
昇
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
、
厳
し

い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
者
は
、
税
制
や

労
働
法
制
の
見
直
し
、
さ
ら
に

は
、
国
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
や
最
低
賃
金
の
引
上
げ
な
ど

の
事
業
環
境
の
変
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
販

路
開
拓
や
生
産
性
向
上
な
ど
、

常
態
化
し
て
い
る
自
ら
の
経
営

課
題
に
も
早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
十
月
、

第
六
十
三
回
県
商
工
会
大
会
を

開
催
し
、「
地
域
経
済
の
根
幹

を
な
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
支
援
す
る
大
型
経
済
対

策
の
実
施
」
な
ど
の
四
項
目
の

提
言
が
、
出
席
者
の
総
意
を

も
っ
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
言
に
つ
い
て
、

今
般
、
国
、
県
等
関
係
機
関
に

対
し
、
諸
施
策
の
積
極
的
な
実

施
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
引
き
続
き
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
事

業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
自

ら
の
経
営
課
題
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
め
る
よ
う
に
、国
の「
持

続
化
補
助
金
」
を
は
じ
め
と
す

る
補
助
事
業
や
、
県
の
「
経
営

力
強
化
総
合
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
事
業
」
な
ど
の
専
門

家
派
遣
事
業
を
普
及
し
、
そ
の

活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
の
経

営
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
行
を

伴
走
型
で
支
援
す
る
「
経
営
発

達
支
援
事
業
」
や
、
多
発
す
る

自
然
災
害
等
に
対
す
る
小
規
模

事
業
者
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）の
策
定
を
支
援
す
る「
事

業
継
続
力
強
化
支
援
事
業
」
な

ど
に
も
取
り
組
み
、
地
域
経
済

の
根
幹
を
な
す
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
皆
様
の
経
営
の

安
定
と
成
長
を
支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
元
行
政
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
伴
走
支

援
を
積
極
的
に
推
進
し
、
企
業

の
持
続
的
発
展
と
地
域
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
地
域
経
済
の

発
展
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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く
り
に
向
け
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
六
年
の
新
春

を
迎
え
、
皆
様
に
は
、
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
県
政
の
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

県
で
は
、
昨
年
九
月
、
石
川

県
成
長
戦
略
会
議
及
び
五
つ
の

部
会
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
、
県

議
会
で
の
ご
議
論
や
、
県
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
、
石
川
の
新
た
な
時
代
を

切
り
拓
く
今
後
十
年
の
羅
針
盤

と
な
る
「
石
川
県
成
長
戦
略
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
幸
福
度
日
本
一
に
向
け
た

石
川
の
未
来
の
創
造
」
を
基
本

目
標
に
掲
げ
、「
新
た
な
時
代

を
捉
え
て
飛
躍
・
成
長
す
る
産

業
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と
し
た

六
つ
の
戦
略
と
「
デ
ジ
タ
ル

活
用
の
推
進
」、「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
」
と
い

う
二
つ
の
横
断
的
戦
略
の
も
と

で
、
三
十
八
の
施
策
を
盛
り
込

ん
だ
ほ
か
、
戦
略
ご
と
の
十
四

の
主
要
目
標
と
施
策
ご
と
の

百
六
十
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

今
年
を
「
成
長
戦
略
実
行
元

年
」
と
位
置
づ
け
、
具
体
の
施

策
や
数
値
目
標
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
新
た
に
設
置
す
る
石

川
県
成
長
戦
略
「
ミ
ラ
イ
カ
イ

ギ
」
に
お
い
て
、
県
内
各
地
域

の
次
代
を
担
う
方
々
か
ら
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

成
長
戦
略
の
実
行
性
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

石
川
県
成
長
戦
略
の
重
要
な

柱
で
あ
る
産
業
振
興
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
「
石
川
県
産
業
振

興
指
針
」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
新
た
な
時
代
の
潮
流
に
対

応
し
、
今
後
も
本
県
産
業
が
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
本
県
の
特
徴
を
活
か
し
つ

つ
、
成
長
を
牽
引
す
る
企
業
を

飛
躍
へ
と
導
き
、
地
場
産
業
を

支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
新
た
に

新
事
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

創
出
に
向
け
た
七
百
億
円
規
模

の
「
成
長
戦
略
フ
ァ
ン
ド
」
を

創
設
し
、
案
件
の
掘
り
起
こ
し

か
ら
採
択
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
ま
で
を
、
産
学
官
金
の
連
携

に
よ
り
一
貫
し
た
支
援
を
行
う

「
い
し
か
わ
新
事
業
創
出
支
援

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
設
置
す

る
な
ど
、
飛
躍
・
成
長
を
目
指

す
事
業
者
の　

取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
明
る
い
展
望
の
持

て
る
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

県
政
に
対
す
る
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ石

川
県
知
事

石
川
県
知
事

馳　
　
　
　
　

浩

馳　
　
　
　
　

浩
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に
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し

伴
走
支
援
を
積
極
的
に
推
進
し

企
業
の
持
続
的
発
展
を

企
業
の
持
続
的
発
展
を

　

石
川
県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
月
三
十
日
、
金
沢
流
通
会
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
六
十
三
回
石
川
県
商
工
会
大
会
を
開
催
し
た
。

　

第
一
部
で
、
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
廣
瀬
陽
子
氏

が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
の
今
後
と
日
本
の
対
応
」
の
テ
ー
マ

で
講
演
し
、
第
二
部
で
は
、「
表
彰
式
」
を
行
っ
た
後
、「
大
会
決

議
」
を
採
択
し
た
。

　

大
会
に
は
、
約
四
百
名
が
参

加
、
開
会
に
あ
た
り
、
田
上
好

道
県
連
合
会
長
は
「
事
業
者
は
、

国
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
最

低
賃
金
の
引
上
げ
な
ど
の
事
業

環
境
の
変
化
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
販
路
開
拓

や
生
産
性
向
上
な
ど
、
常
態
化

す
る
自
ら
の
経
営
課
題
に
も
早

急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
で

は
、
事
業
者
が
、
事
業
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
自
ら
の
経
営

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
国
、
県
の
補
助
事
業
や

専
門
家
派
遣
事
業
を
普
及
し
、

そ
の
活
用
を
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
馳
浩
県
知
事
、
宮
本
周
司
参

議
院
議
員
、
焼
田
宏
明
県
議
会

議
長
、
高
誠
県
市
議
会
議
長
会

長
、
寺
島
昭
㈱
日
本
政
策
金
融

公
庫
金
沢
支
店
長
、
忠
田
秀
敏

県
信
用
金
庫
協
会
長
、
山
出
光

司
県
経
営
支
援
課
長
、
県
選
出

国
会
議
員
（
代
理
）
を
代
表
し

て
、
馳
知
事
、
宮
本
参
議
院
議

員
、
焼
田
県
議
会
議
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
二
八
五
の
個
人
、

企
業
、
商
工
会
に
対
す
る
表
彰

が
行
わ
れ
た
後
、
長
基
健
司
県

連
合
会
副
会
長
が
、「
地
域
経

済
の
根
幹
を
な
す
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
大

型
経
済
対
策
の
実
施
」
な
ど
、

国
、
県
に
対
す
る
要
望
項
目
に

つ
い
て
説
明
し
、
続
い
て
北
野

ゆ
か
り
県
女
性
部
連
合
会
長
が

決
議
文
を
朗
読
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
長
基
副
会
長
が
閉

会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
大
会
の

全
日
程
を
終
了
し
た
。

県連合会長表彰
林一夫氏・羽咋市（左）

県知事表彰
髙倉明氏・津幡町（左）

被
表
彰
者

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

(
)

内
は
所
属
商
工
会

石
川
県
知
事
表
彰

〇
商
工
会
功
労
者

・
役
員
功
労
者

（
白
山
）
杉
田
雅
英
、（
野
々
市
市
）
辰
巳

善
幸
、（
森
本
）
柄
本
良
治
、（
津
幡
町
）

髙
倉
明
、（
宝
達
志
水
町
）
守
田
幸
則
、（
中

能
登
町
）
近
江
辰
春
、（
門
前
町
）
廣
野

拓
雄
、（
穴
水
町
）
吉
村
扶
佐
司
、竹
中
登
、

（
能
登
町
）
本
間
雅
彦
、
岡
平
茂

・
優
良
職
員

（
能
美
市
）
西
谷
い
ず
み
、（
か
ほ
く
市
）

福
岡
隆
志
、（
中
能
登
町
）
深
見
竜
一
、（
能

登
町
）
平
浩
美

・
青
年
部
役
員
功
労
者

（
能
美
市
）
清
水
廉
太
郎
、（
門
前
町
）
刀

祢
和
士
、（
能
登
町
）
大
屋
雅
晴

　

大
会
決
議

一　

地
域
経
済
の
根
幹
を
な
す
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

　
　

支
援
す
る
大
型
経
済
対
策
の
実
施

一　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
商
工
会
の
体
制
強
化

一　

税
制
・
金
融
、
労
務
支
援
制
度
等
の
改
正
・
拡
充
に
よ
る

　
　

事
業
環
境
の
整
備

一　

地
域
産
業
の
振
興
と
産
業
基
盤
の
整
備
強
化

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〇
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

（
能
美
市
）
藤
島
小
百
合
、
村
恒
司
、
山

崎
登
志
也
、
竹
田
麻
妃
、（
川
北
町
）
俵

田
小
夜
里
、（
美
川
）
二
口
悦
子
、（
鶴
来
）

岩
本
真
司
、（
白
山
）
松
井
雄
二
、
清
水

雅
彦
、山
下
清
志
、（
野
々
市
市
）
中
谷
聡
、

山
上
春
彦
、
居
波
京
子
、
北
尾
匡
己
、（
か

ほ
く
市
）
山
口
三
根
子
、
蓮
沼
敏
夫
、
吉

田
信
悟
、（
森
本
）
辻
口
幸
一
、
中
野
伸

哉
、（
羽
咋
市
）
山
川
泰
明
、
井
上
陽
子
、

渡
辺
美
鶴
、
織
田
真
由
美
、
井
平
ま
す
み
、

小
松
輝
樹
、
西
山
幸
恵
、
多
賀
美
恵
、（
富

来
）
山
田
一
之
、（
志
賀
町
）
五
十
嵐
清

美
、
浜
辺
ル
リ
子
、（
宝
達
志
水
町
）
奥

矢
信
一
、
寺
本
雅
一
、
奥
村
敏
也
、（
能

登
鹿
北
）
前
隆
、（
中
能
登
町
）
稲
蔵
栄
二
、

髙
山
義
則
、（
門
前
町
）
皆
川
久
之
、
奥

田
の
り
子
、（
穴
水
町
）
井
上
真
理
、（
能

登
町
）
岡
田
美
代
子
、
小
坂
伸
一
、三
宅

幾
美
、
四
谷
宏
治
、
北
野
徹

石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

〇
商
工
会
功
労
者

（
羽
咋
市
）
林
一
夫

〇
青
年
部
連
合
会
功
労
者

（
能
美
市
）
清
水
廉
太
郎
、（
鶴
来
）
結
城

大
輔
、（
森
本
）
北
村
優
、（
穴
水
町
）
山

下
勇
樹

〇
女
性
部
連
合
会
功
労
者

（
か
ほ
く
市
）
西
千
鶴
子
、（
羽
咋
市
）
坂

井
芳
美
、（
中
能
登
町
）
吉
田
百
合
子
、（
穴

水
町
）
舞
谷
裕
美

〇
商
工
会
役
職
員
功
労
者

・
役
員
功
労
者

（
山
中
）
新
家
尚
子
、
三
谷
修
司
、（
美
川
）

赤
井
栄
樹
、（
津
幡
町
）
酒
井
司
郎
、
中

田
伸
、（
富
来
）
川
田
一
久
、（
宝
達
志
水
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町
）
岡
山
耕
二
、
向
瀬
泰
興

・
優
良
職
員

（
能
美
市
）
清
水
琢
也
、
窪
田
沙
織
、
中

谷
麻
耶
、（
山
中
）
浅
井
崇
志
、（
野
々
市

市
）
柳
田
沙
織
、（
森
本
）
干
潟
孝
司
、（
津

幡
町
）
井
原
和
久
、（
内
灘
町
）
清
水
三
郎
、

（
宝
達
志
水
町
）
高
田
圭
一
朗
、（
商
工
会

連
合
会
）
村
井
千
聡

〇
青
年
部
役
員
功
労
者

（
能
美
市
）
髙
畠
泰
大
、（
山
中
）
辻
大
輔
、

（
川
北
町
）
中
島
俊
一
、（
美
川
）
徳
田
一

成
、（
鶴
来
）
結
城
大
輔
、（
白
山
）
安
田

達
也
、（
野
々
市
市
）
勝
地
亨
、（
か
ほ
く

市
）
川
端
達
也
、（
森
本
）
北
村
優
、（
津

幡
町
）
太
田
洋
平
、（
内
灘
町
）
荒
木
賢

吾
、（
羽
咋
市
）
安
達
稔
、（
富
来
）
中
島

正
士
、（
志
賀
町
）
上
杉
幸
司
、（
宝
達
志

水
町
）
北
本
優
平
、（
能
登
鹿
北
）
吉
川

智
文
、（
中
能
登
町
）
小
坂
信
仁
、（
門
前

町
）
刀
祢
和
士
、（
穴
水
町
）
山
下
勇
樹

〇
女
性
部
役
員
功
労
者

（
門
前
町
）
池
田
千
春

〇
地
域
貢
献
企
業

（
能
美
市
）
小
坂
建
設
㈱
、伴
場
造
園
、（
山

中
）
カ
ノ
ー
㈱
、（
美
川
）
㈱
み
は
ま
産
業
、

㈲
ヨ
シ
ダ
木
工
、（
鶴
来
）
㈲
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ッ
プ
と
く
だ
、
㈱
松
原
食
品
工
業
、

（
白
山
）
㈲
出
口
商
店
、（
野
々
市
市
）
㈱

金
沢
ド
ア
ー
、㈱
大
晃
重
設
、（
か
ほ
く
市
）

㈱
内
潟
自
動
車
整
備
工
場 

、
㈱
小
山
商

会
、
㈲
エ
ヌ
ツ
ー
ケ
ー
、（
森
本
）
㈱
タ

カ
ノ
、
㈱
田
内
運
輸
、（
内
灘
町
）
㈱
喜

多
建
設
、
㈱
ク
リ
ー
ン
カ
ー
石
川
、
小
林

清
会
計
事
務
所
、（
羽
咋
市
）
平
鍛
造
㈱
、

中
央
自
動
車
㈱
、
㈲
一
松
建
設
、（
富
来
）

㈲
富
来
高
分
子
、（
宝
達
志
水
町
）
㈲
油

谷
製
茶
、
㈲
上
井
工
務
店
、（
能
登
鹿
北
） 

割
烹
お
と
み
㈱
、
㈲
中
島
木
材
工
業
、（
中

能
登
町
）
㈱
地
域
み
ら
い
、㈱
千
代
寿
司
、

（
門
前
町
）
㈲
カ
ワ
カ
ミ
電
器
、（
能
登
町
）

数
馬
石
油
㈱

〇
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

（
能
美
市
）
宮
崎
文
香
、
手
取
屋
稚
子
、

田
中
さ
ゆ
り
、
北
野
理
恵
、
本
田
政
裕
、

真
田
弘
樹
、
村
田
茂
晴
、
福
塚
剛
、
北
出

樹
、
松
岡
寿
佳
、
安
部
裕
介
、
坂
本
将
洋

（
美
川
）
川
辺
健
一
、（
鶴
来
）
木
戸
口
勝
、

橋
本
幸
一
、
河
野
好
美
、
神
崎
希
美
、（
白

山
）
川
上
伸
明
、
山
下
み
ず
え
、（
か
ほ

く
市
）
杉
本
真
、
中
本
直
輝
、
寺
倉
睦
恵
、

武
田
和
秋
、（
森
本
）
木
谷
圭
宏
、（
津
幡

町
）
木
村
茂
春
、（
羽
咋
市
）
小
林
靖
隆
、

原
田
大
、
柴
田
清
則
、
山
崎
由
美
、
清
水

奈
美
、
吉
坂
涼
二
、
勘
田
哲
彰
、
高
井
有

香
、
末
平
あ
ゆ
み
、
田
中
香
織
、
稲
本
繁

美
、
阪
田
秋
子
、
金
山
秀
子
、
三
島
昭
世
、

谷
内
哲
久
、
原
田
真
祐
美
、（
宝
達
志
水

町
）
寺
越
達
郎
、松
柳
彰
、藤
井
秀
樹
、（
能

登
鹿
北
）
宮
下
知
里
、
横
田
守
、
山
本
朋

史
、
牧
恭
司
、 

盛
本
光
夫
、（
中
能
登
町
）

杉
本
武
史
、
松
井
啓
太
、
木
下
裕
輝
、
高

間
大
輔
、
林
喜
美
子
、
松
江
徹
、
長
屋
宏

明
、延
命
国
章
、多
胡
仁
美
、堀
正
樹
、（
門

前
町
）
垣
内
則
昭
、
石
田
ま
ゆ
み
、
宮
下

寛
一
、（
穴
水
町
）
黒
川
孝
吉
、山
下
信
一
、

神
前
敬
子
、
川
上
浩
成
、
浜
高
善
造
、
浜

野
久
憲
、
大
島
早
苗
、（
能
登
町
）
砂
後

谷
哲
、
田
浦
明
子
、
田
辺
優
子
、
國
谷
昌

充
、
堂
野
和
也
、
淵
紀
実
雄
、
宮
崎
裕
子

〇
商
工
貯
蓄
共
済
事
業

　

優
秀
商
工
会

第
一
位　

能
美
市
商
工
会
、
第
二
位　

野
々
市
市
商
工
会
、
第
三
位　

川
北
町
商

工
会
、
第
四
位　

富
来
商
工
会
、
第
五
位

鶴
来
商
工
会

〇
商
工
会
優
秀
支
援
事
例
表
彰

・
最
優
秀
賞
（
白
山
）
辻
 秀
樹

・
優
秀
賞
（
野
々
市
市
）
山
田
禎
範
、（
か

ほ
く
市
）
今
西
真
、（
宝
達
志
水
町
）
高

田
圭
一
朗

石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰

〇
青
年
部
優
良
役
員

（
能
美
市
）中
西
賢
、（
川
北
町
）髙
鍬
友
一
、

山
先
邦
章
、（
鶴
来
）
結
城
大
輔
、
大
門

勇
二
、
池
田
拓
矢
、（
白
山
）
安
田
達
也
、

（
野
々
市
市
）
山
本
圭
吾
、
勝
地
亨
、（
森

本
）
伊
藤
健
、
川
合
範
英
、
苗
島
豊
、
木

野
昇
、高
田
大
史
、（
津
幡
町
）
土
野
昭
弘
、

廣
瀬
隆
之
、
野
崎
貴
史
、（
内
灘
町
）
荒

木
賢
吾
、
中
山
衆
星
、 

茶
谷
洋
平
、
塚
田

雅
則
、（
羽
咋
市
）
中
村
豊
嗣
、
安
達
稔
、

（
富
来)

冨
澤
慎
、（
宝
達
志
水
町
）
山
本

晃
、市
村
直
哉
、村
上
義
仁
、（
中
能
登
町
）

森
口
松
秀
、
領
家
昭
和
、
笹
井
博
司
、
長

谷
一
也
、（
門
前
町
）
大
石
博
光
、（
能
登

町
）
佐
藤
雄
己

石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

〇
女
性
部
優
良
役
員

（
能
美
市
）
新
保
育
子
、
中
尾
美
津
子
、

南
典
子
、東
和
美
、（
山
中
）
前
端
る
り
子
、

多
田
律
子
、（
川
北
町
）
山
口
美
保
、（
美

川
）
梅
津
芙
美
恵
、
二
木
真
由
美
、
北
村

泰
子
、（
鶴
来
）
大
屋
美
千
代
、宇
谷
鮎
子
、

（
白
山
）
田
原
恵
子
、大
谷
真
由
美
、（
野
々

市
市
）
堅
田
順
子
、（
か
ほ
く
市
）
中
村

福
子
、
上
村
裕
美
子
、
桜
井
恵
美
子
、（
森

本
）小
杉
百
恵
、（
津
幡
町
）竹
本
節
子
、（
内

灘
町
）桜
井
太
佳
子
、北
本
幸
子
、欠
由
美
、

金
永
愛
、（
富
来
）
森
外
茂
子
、（
中
能
登

町)

得
能
喜
久
子
、（
門
前
町
）池
田
千
春
、

（
能
登
町
）
加
原
由
里
子

村山市長会会長に要望

矢田町長会会長に要望 高市議会議長会会長に要望

市
長
会
・
町
長
会
等
に
要
望
活
動
を
実
施

　

県
連
合
会
の
田
上
好
道
会
長

は
、
昨
年
十
二
月
、
県
市
長
会

（
会
長　

村
山　

卓
・
金
沢
市

長
）、
県
市
議
会
議
長
会
（
会

長　

高　
　

誠
・
金
沢
市
議

会
議
長
）、
県
町
長
会
（
会
長　

矢
田
富
郎
・
津
幡
町
長
）、
県

町
村
議
会
議
長
会
（
会
長　

七

田
満
男
・
内
灘
町
議
会
議
長
）

を
訪
問
し
、
令
和
六
年
度
の
商

工
会
向
け
市
町
補
助
金
の
完
全

予
算
化
等
の
要
望
活
動
を
行
っ

た
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
に
よ
り
打

撃
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
直
接
的
に

支
援
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
規
模
事
業
者
支

援
法
に
よ
り
「
経
営
発
達
支
援

事
業
」「
事
業
継
続
力
強
化
支

援
事
業
」
を
推
進
す
る
計
画
書

の
商
工
会
と
市
町
行
政
と
の
共

同
策
定
に
つ
い
て
、
理
解
と
協

力
を
求
め
た
。

　

長
基
健
司
副
会
長
、
尾
崎
良

一
専
務
理
事
が
同
行
し
た
。
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珠
算
検
定
試
験
合
格
者

県
連
常
設
委
員
会

【
人
事
管
理
委
員
会

委
員
長　

沢
田　

隆
】

　

十
二
月
四
日
開
催
。「
給
与

改
定
及
び
定
年
引
上
げ
に
係
る

諸
規
定
の
改
正
」「
定
年
引
上

げ
に
伴
う
退
職
手
当
等
の
取
扱

い
」「
人
事
評
価
制
度
の
一
部

見
直
し
」
等
に
つ
い
て
審
議
・

承
認
し
た
。

【
共
済
事
業
運
営
委
員
会

委
員
長　

長
基
健
司
】

　

十
二
月
十
二
日
開
催
。「
共

済
事
業
の
加
入
推
進
等
」「
各

種
共
済
事
業
の
支
払
事
例
紹

介
」
等
に
つ
い
て
説
明
し
了
承

を
得
た
。

　

全
国
商
工
珠
算
連
盟
石
川
県

支
部
は
、
第
211
回
全
国
商
工

会
珠
算
検
定
試
験
を
十
一
月

十
九
日
に
八
商
工
会
で
実
施
し

た
。
一
級
か
ら
六
級
ま
で
総
勢

三
十
二
名
が
受
験
し
、
十
四
名

が
合
格
し
た
。
そ
の
内
、
一

級
合
格
者
は
次
の
一
名
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名
）

◆
一
級
合
格
者
◆
（
敬
称
略
）

　

呂　

浩
宇

　
　
（
津
幡
町
）

第
六
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会

第
六
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会

宝
達
志
水
町
商
工
会

宝
達
志
水
町
商
工
会
（
会
員
増
強
運
動
）

（
会
員
増
強
運
動
）
な
ど
が
受
賞

な
ど
が
受
賞

　

さ
る
十
一
月
二
十
二
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
、
約
三
千
名
の
会

員
参
加
の
も
と
、
第
六
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

席
上
、
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
な

ど
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
支
援
に
重
点
を
置
い
た
大
型
経
済
対
策
の
早
期
実
施
」
な

ど
、
五
項
目
の
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

被
表
彰
者（
石
川
県
関
係
）

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

・
優
良
職
員

　
（
県
連
合
会
）
小
島
宏
志

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

・
会
員
増
強
運
動

　
　

宝
達
志
水
町
商
工
会

・
役
員
功
労
者

（
山
中
）
桂
田
史
朗
、（
羽
咋
市
）

松
永
義
民
、（
能
登
鹿
北
）
小

原
賢
一
、（
門
前
町
）
刀
祢
正

・
女
性
部
功
労
者

（
美
川
）
北
清
美
、（
内
灘
町
）

形
屋
満
子

・
優
良
職
員

（
能
美
市
）
西
谷
い
ず
み

大
会
決
議

一　

我
が
国
地
域
経
済
の
根
幹
を
な
す

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支

援
す
る
大
型
経
済
対
策
の
実
施

一　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支

援
す
る
商
工
会
の
体
制
強
化

一　

税
制
・
金
融
、
労
務
支
援
制
度
等

の
改
正
・
拡
充
に
よ
る
事
業
環

境
の
整
備

一　

リ
ス
ク
に
備
え
た
経
営
支
援
の
強

化
及
び
災
害
か
ら
の
復
興

一　

地
域
唯
一
の
経
済
団
体
と
し
て
の

商
工
会
の
組
織
力
強
化

　

十
一
月
十
五
〜
十
六
日
、
商

工
会
青
年
部
全
国
大
会
が
高
崎

市
の
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
で
開
催
さ

れ
、
本
県
か
ら
五
十
四
名
が
参

加
し
た
。

　

大
会
に
は
、
主
張
発
表
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
優

秀
な
青
年
部
活
動
に
対
す
る
顕

彰
に
お
い
て
、
志
賀
町
商
工
会

青
年
部
が
ま
ち
づ
く
り
部
門
で

顕
彰
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
元

プ
ロ
野
球
選
手
の
斎
藤
佑
樹
氏

が「
選
択
と
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

次
回
の
大
会
は
令
和
六
年

十
一
月
に
、大
阪
府
吹
田
市「
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で

開
催
さ
れ
る
。

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

群
馬
大
会
に
参
加

登壇した志賀町 余海洋樹部長

　

十
月
十
八
日
、
静
岡
市
に
約

二
千
人
が
集
ま
り
、
女
性
部
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。席
上
、

全
女
性
連
ま
ち
づ
く
り
顕
彰
を

受
賞
し
た
富
来
商
工
会
女
性
部

に
竹
中
仁
美
全
女
性
連
会
長
か

ら
賞
状
と
楯
が
授
与
さ
れ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国

六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
女
性
部
活
動
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
た
。最
優
秀
賞
は
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長
崎
県
対
馬
市

商
工
会
女
性
部
小
川
博
子
さ
ん

が
受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
東

京
大
学
薬
学
部
池
谷
裕
二
教
授

が
「
脳
か
ら
考
え
る
や
る
気
と

熱
意
、
そ
し
て
加
齢
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

顕彰を受ける富来小堀京子部長(左)

富
来
商
工
会
女
性
部

ま
ち
づ
く
り
顕
彰
を
受
賞

女
性
部
全
国
大
会
in
し
ず
お
か
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十
一
月
十
七
〜
十
九
日
の
三

日
間
、
東
京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展

２
０
２
３
」（
主
催
・
全
国
商

工
会
連
合
会
）
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
に

移
行
後
、
三
年
ぶ
り
の
自
由
入

場
制
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
四
十
七

都
道
府
県
の
味
覚
と
名
品
の

旅
」
で
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
と
物

販
併
用
の
ス
タ
イ
ル
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
百
六
十
事
業
者

が
出
展
・
販
売
し
た
。
本
県
商

工
会
地
域
か
ら
は
三
事
業
者
が

出
展
し
、
首
都
圏
の
消
費
者
に

自
慢
の
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

羽咋市・もりもり工房

も
り
も
り
工
房
（
羽
咋
市
）

は
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
販
売
し
て

い
る
「
ミ
ニ
カ
ー
ケ
ー
ス
」
を

出
展
。宝
達
山
本
舗
松
月
堂（
宝

達
志
水
町
）
は
、
甘
×
辛
フ
ェ

ス
コ
ー
ナ
ー
で
「
能
登
の
極
上

素
材
プ
リ
ン
」
を
販
売
。
両
者

は
お
客
様
の
声
を
参
考
に
今

後
、新
商
品
を
販
売
す
る
予
定
。

木
村
功
商
店
（
能
登
鹿
北
）
の

「
焼
き
か
き
コ
ー
ナ
ー
」
は
今

年
も
大
人
気
で
、
沢
山
の
お
客

様
で
賑
わ
っ
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
２
０
２
３
開
催

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
２
０
２
３
開
催

石川県商工会連合会・相談窓口のご案内 無料
事業承継・事業再生等相談窓口
●日　程 　１月18日㈭、２月15日㈭、３月21日㈭
●相談員　　税理士　山根敏秀 氏

●時　間　13:00～17:00
●場　所　本部「相談室」

労務相談窓口
窓　口 本　　部 能登支所
相談員 社会保険労務士　芳永文美氏 社会保険労務士　福井秀和氏
時　間 10:00 ～ 17:00 10:00 ～ 17:00

日
程

１月   4日㈭､11日㈭､15日㈪､17日㈬､19日㈮､22日㈪､
26日㈮､29日㈪

  4日㈭､  5日㈮､12日㈮､15日㈪､17日㈬､24日㈬､
26日㈮､29日㈪

２月   1日㈭､14日㈬､15日㈭､19日㈪､21日㈬､22日㈭､ 
26日㈪､28日㈬

  2日㈮､  5日㈪､  7日㈬､13日㈫､19日㈪､20日㈫､
27日㈫

３月   4日㈪､13日㈬､14日㈭､18日㈪､21日㈭､22日㈮
25日㈪､27日㈬

  5日㈫､  6日㈬､11日㈪､15日㈮､18日㈪､21日㈭､
28日㈭

ＩＴ相談窓口
窓　口 本　　部 能登支所
相談員 ＩＴコーディネーター　福岡明夫 氏 同左
時　間 10:00 ～ 17:00 10:00 ～ 16:00

日
程

１月   5日㈮､  9日㈫､10日㈬､12日㈮､19日㈮､22日㈪､
24日㈬､26日㈮､31日㈬ 18日㈭､30日㈫

２月   2日㈮､  7日㈬､  9日㈮､13日㈫､16日㈮､21日㈬､
26日㈪､29日㈭ 15日㈭､27日㈫

３月   4日㈪､  6日㈬､  8日㈮､11日㈪､15日㈮､18日㈪､
22日㈮､29日㈮ 12日㈫､26日㈫

【相談場所】

「広域指導センター（本部）」
金沢市鞍月２丁目20番地　石川県地場産業振興センター新館３階
TEL 076-268-7300

日程は変更になる場合があります。相談ご希望の方は、最寄りの商工会　又は　石川県商工会連合会の各窓口へ事前にご連絡ください。
なお、各窓口には、上記相談員のほか専門経営指導員が常駐しておりますので、経営のことでお困りの方はお気軽にご相談ください。

「広域指導センター能登支所」
七尾市中島町中島９部79番地　能登鹿北商工会中島支所１階
TEL 076-204-6862

◇
採
用

　

美
川
商
工
会
（
十
二
月
一
日
付
）

　
　

事
務
局
長　

山
下　

均

　

富
来
商
工
会
（
一
月
一
日
付
）

　
　

経
営
指
導
員　

西
﨑
康
英

◇
退
職
（
十
二
月
三
十
一
日
付
）

　

石
川
県
商
工
会
連
合
会

　
　

専
門
経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　

合
田
昇
平

人
事
異
動

訃
報

　

東
清
和
事
務
局
長
逝
去

　

美
川
商
工
会
事
務
局
長
の
東
清
和

氏
に
は
、
さ
る
十
一
月
十
二
日
、
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
六
十
九
歳
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。
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[デジタル化基盤導入類型] 

IT導入補助金

補助額

会計・受発注・
決済・ECソフト

PC･タブ
レット等

レジ･
券売機

50万円以下 50万円超～
350万円 ～10万円 ～20万円

補助率 3/4以内 2/3以内 1/2以内

対象経費 ソフトウェア購入費､クラウド利用料(最大２年分)、
ハードウェア関連費､導入関連費

[第17次公募締切日:発表待ち]

ものづくり･商業･サービス補助金

申請類型 補助上限額
(従業員規模により異なります) 補助率

通常枠 750～1,250万円 1/2(小規模事業
者等は2/3)

＜サポートセンター：TEL050-8880-4053＞

[第12次公募締切日:発表待ち]

事業再構築補助金

申請類型 補助上限額
(従業員規模により異なります) 補助率

成長枠 2,000～7,000万円 1/2(大規模な賃上
げを行う場合2/3)

＜コールセンター：TEL0570-012-088＞

※上記表は、中小企業者等の補助内容です。

事業承継・引継ぎ補助金

申請類型 補助上限額 補助率

経営革新事業
600万円 1/2～2/3
800万円

（一定の賃上げが必要）
1/2（上乗せ
分のみ）

専門家活用事業 600万円 1/2～2/3
廃業・再チャレンジ事業 150万円 2/3

・お問合せ：最寄りの商工会または石川県商工会連合会(TEL076-268-7300)まで

商工会が支援します。
お気軽にご相談ください！ ▲補助金・支援金

　一覧サイト

補助金で事業の可能性を広げよう！補助金で事業の可能性を広げよう！

 [第８次公募締切日:発表待ち]

＜事務局：TEL050-3000-3550
　または：TEL050-3000-3551＞＜コールセンター：TEL0570-666-376＞

インボイス制度に対応する会計
ソフトやレジなども対象に！

制度名 物価高騰対策等総合
支援特別融資（県)

コロナ借換融資（県)
(ゼロゼロ融資の借換）

原油価格等高騰借換（県)
(ゼロゼロ融資以外の借換) コロナ特貸（国) コロナマル経（国)

融資限度額 1億円 8,000万円 8,000万円 8,000万円 1,000万円

利率

固定1.00％以内(コロナ関連の借
換(真水含む)）
その他（コロナ関連以外の借換)
固定1.85％(7年以下)
変動1.95％(7年超)

固定1.00％以内(10年以内)
変動1.15％以内(10年超）

 固定1.85％以内(７年以内)
 変動1.95％以内(７年超）
 変動2.10％以内(10年超）

基準金利1.20～2.40％
(6,000万円まで当初３年間、
基準金利より▲0.5％引下げ）

当初３年間0.70％
（４年目から1.20％）

融資期間
(据置期間) 10年（５年） 15年（５年） 15年（５年） 運転20年（５年）

設備20年（５年）
運転20年（５年)
設備20年（５年)

売上減少要件 売上減少率 ５％以上
利益率減少 ５％以上

売上減少　３％以上
粗利益減少３％以上

売上減少　３％以上
粗利益減少３％以上 売上減少　５％以上 売上減少　５％以上

借換対象 保証付融資全般 コロナ関連の保証付融資のみ 保証付融資全般 要相談 要相談

担保・保証 信用保証必須
（保証料免除） 信用保証必須 信用保証必須 無担保 無担保・無保証

申込先 金融機関 金融機関 金融機関 日本政策金融公庫 最寄りの商工会

資金繰り対策融資のご案内

[第17次公募締切日:１月29日]

補助金で事業の可能性を広げよう！補助金で事業の可能性を広げよう！

←他の申請類型の詳細はこちらから ←他の申請類型の詳細はこちらから

＜申込期限は、すべて令和６年３月末までです＞

※一部内容が変更になる場合があります。
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小規模事業者持続化補助金 補助金の申請を希望される方は
最寄りの商工会へご相談ください。

この補助金は、小規模事業者が販路開拓のために行う取組を支援する制度です。

〔第15回受付締切日：発表待ち〕申請類型 補助上限額 補助率
通常枠 50万円

2/3
（賃金引上げ枠
において、赤字
事業者は 3/4）

賃金引上げ枠

200万円
卒業枠
後継者支援枠
創業枠

【インボイス特例】
インボイス発行事業者に転換する
事業者には、上表の補助上限額に
一律 50万円上乗せします。

補助上限額は
最大250万円

商工会おすすめの安心共済

傷　害　共　済傷　害　共　済

詳しくは商工会までお問合せください　　　　石川県中小企業共済協同組合詳しくは商工会までお問合せください　　　　石川県中小企業共済協同組合

加入は随時受け付けています

人事、労務、税務、経理、法律、経済といった経営に直結する
タイトルの他、人材育成や環境、健康、ライフスタイルまで
多彩な研修動画を、約 8,000 タイトル用意！
しかも、無料、見放題！！
PC、スマホ、タブレットに対応！！！

お申込みは
こちらから→終了

間近 まで！

令和6年

� ��月 日
水

対象となる傷害事故（請求漏れはございませんか？）
例えば、このような場合での「ケガ」が保障対象となります。（24時間保障します）

自動車を
運転中に 仕事中 仕事中 スキーを

していたら
追突して
ケガをしてしまった。

ビルの足場から落ちて
足首を骨折してしまった。

作業中、誤って指を
打ちつけてしまった。

転んで右腕を
捻挫してしまった。

※通院共済金で、柔道整復師（接骨院、整骨院）による治療は、傷病別に支払日数の制限があります。
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建設業に携わる皆さまへ

2024 年４月から、時間外労働の
上限規制が適用されます！

令和５年度業務改善助成金のご案内
この助成金は、中小企業・小規模事業者の生産性向上を支援し、
事業場内で最も低い賃金(事業場内最低賃金)の引上げを図るための国の制度です。 

最低賃金引上げ 設備投資等
設備投資等に要した費用の
一部を助成

お問合せ：石川県商工労働部労働企画課　☎076-225-1531

機械設備、POSシステムや業務管理システムの導入、教育訓練など 最大
600万円!

助成金の詳細、
申請方法はこちら

お問合せ：石川労働局雇用環境・均等室　☎076-265-4429

申請期限は

石川県業務改善奨励金もご活用くださいあわせて
国の業務改善助成金の自己負担分の1/2を支援します　※上限あり

奨励金の詳細、
申請方法はこちら

600万円

5-4429

県独自に上乗せ補助することで、
県内事業者の最低賃金引上げを
支援します。

締切再延長!
令和６年
３月10日まで

令和６年１月31日です。

最低賃金改正のお知らせ
最低賃金より低い賃金で

労働者を使用することはできません。

♦地域別最低賃金　改正発効日 令和５年10月８日

石川県最低賃金 933円（時間額）
♦特定最低賃金　改正発効日 令和５年12月31日

適用業種 時間額
金属素形材製品、産業用電気機械器具製造業など 1,000円
自動車・同附属品、自転車・同部分品製造業など 1,000円
電子部品・デバイス・電子回路製造など 963円
百貨店、総合スーパー 950円
[お問合せ先〕
石川労働局労働基準部賃金室
TEL 076-265-4425
又は最寄りの労働基準監督署へ

最低賃金等の
資料はこちら

石川県内の事業所に適用される最低賃金は次のとおり
改正されています

時間外労働の上限は、原則として月45時間・年360
時間です。
臨時的にこれを超える必要がある場合であっても、
　○１か月45時間を超える残業は年間６回まで
　○残業の時間の上限は１年720時間まで
　○休日労働と合わせても１か月100時間未満、
　　２～６か月間で平均して80時間以内
となります。

ただし、災害の復旧・復興の事業を行う場合には、
１か月間の残業や休日労働の時間などの規制が
適用されません。

【お問合せ先】
石川労働局 労働基準部 監督課　Tel 076‒265‒4423
又は最寄りの労働基準監督署へ
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～冬の立ち往生の発生を抑止するために～
　大雪などの異常気象により、運送に支障を来すことが予
め予想される場合には、予定されていた配送時間を前倒し
するなど、トラック事業者への不要不急の運送依頼を控え
ていただきますようご協力をお願いします。
【お問合せ先】
国土交通省　石川運輸支局　電話076-208-6000
（一社）石川県トラック協会　電話076-239-2511

荷主の皆様のご協力をお願いします荷主の皆様のご協力をお願いします荷主の皆様のご協力をお願いします

付帯作業について
ドライバーの負担軽減

待ち時間、
待機時間の削減

「待ち時間」「付帯作業」は別途料金が必要となります。
長時間の待ち時間、契約外の無償による付帯作業等は、
法令違反の原因となるおそれがあります。

2024年
問題とは

2024 年 4 月からトラックドライバーの時間外労働に罰則
付きの上限規制（960 時間／年）が適用され、運転者１人
あたりの労働時間が短くなることでトラック運転者不足とト
ラック輸送の供給量が縮小することが懸念される問題のこと
をいいます。

詳しくは「物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業
者・物流事業者の取組に関するガイドライン」を参照

荷主の皆様へ

厚生労働省からのおしらせ

「年収の壁・支援強化パッケージ」
パート・アルバイトで働く方が「年収の壁」を
意識せずに働ける環境づくりを後押しします。

」

「106万円の壁」
対応

年収106万円以上となることで、厚生年金・
健康保険に加入するため、保険料負担を避け、
就業調整してしまう。

パート・アルバイトで働く方の、厚生年金や
健康保険の加入に併せて、手取り収入を減ら
さない取組(※)を実施する企業に対し、労働
者１人あたり最大50万円の支援をします。
　（※）　・社会保険適用促進手当を支給
　　　　　（社会保険料の算定対象外）
　　　　・賃上げによる基本給の増額
　　　　・所定労働時間の延長

「130万円の壁」
対応

年収130万円以上となることで、国民年金・
国民健康保険に加入するため、保険料負担を
避け、就業調整してしまう。

パート・アルバイトで働く方が、繁忙期に労
働時間を延ばすなどにより、収入が一時的に
上がったとしても、事業主がその旨を証明す
ることで、引き続き被扶養者認定が可能とな
る仕組みを作ります。

☆各対応の詳細は厚生労働省のホームページをご覧ください。

年収の壁突破・総合相談窓口
TEL:0120-030-045（フリーダイヤル・無料）
受付時間　平日　8:30～18:15 年収の壁に関する

厚労省ホームページ

制度改正等の課題解決環境整備事業

事業承継個別相談会
後継者が
見つからない

お金の
相談をしたい

廃業するには
どうすればいい？

販路開拓や
新商品開発をしたい

そろそろ
バトンタッチしたい

生産性を
向上させたいどんなご相談でも結構です。

お気軽にお申し込みください。
詳しくは、県連合会Webサイトをご覧
ください。

事業承継に悩む県内の中小企業・小規模事業者事業承継に悩む県内の中小企業・小規模事業者
を対象に、公的機関の専門家が相談に応じます。を対象に、公的機関の専門家が相談に応じます。

- 開催日時及び主催商工会 -

本相談会へのご参加には事前のお申込みが必要ですので、主催商工会にお問合せください。
主催:石川県内20商工会、石川県商工会連合会 後援:日本政策金融公庫金沢支店国民生活事業・日本政策金融公庫小松支店
協力:公益財団法人石川県産業創出支援機構 石川県事業承継・引継ぎ支援センター

無料
秘密厳守
予約制

開催日 主催商工会 TEL
令和６年  1月  9日(火)

1月16日(火)
1月17日(水)
1月18日(木)
1月18日(木)
1月19日(金)
1月22日(月)
1月23日(火)
1月23日(火)
1月24日(水)
1月30日(火)

鶴来商工会
かほく市商工会
山中商工会
羽咋市商工会
志賀町商工会
森本商工会
能登鹿北商工会本所
川北町商工会
美川商工会
津幡町商工会
内灘町商工会

076-204-6819
076-204-6822
076-204-6816
076-204-6829
076-204-6831
076-204-6823
076-204-6833
076-204-6817
076-204-6818
076-204-6824
076-204-6825

・開催時間：全会場 13:00 ～ 17:00
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税務署からのお知らせ

国税庁ＨＰの確定申告書等作成
コーナーから、自宅でいつでも
申告できます！

▶ 各会場で当日配付
▶ LINEから事前発行

詳しくは国税庁ホームページでご確認ください。 確定申告 検索

確定申告書の作成・送信はスマホで！

確定申告書等作成コーナー▶

申告書の作成方法などを
動画でご案内！

申告会場への入場には、｢入場整理券｣が必要です。

国税庁のLINE公式
アカウントはこちら

「会計ソフトは難しい！」そう感じていませんか？

｢会計ワークス｣でお悩み解決！
会計ワークスの特長

決算・申告書の作成も
スムーズ!

堅牢なセキュリティで安心!

パソコンが苦手でも
商工会がしっかりサポート!

消費税軽減税率にも
ばっちり対応!

給与や販売情報とも連携でき
ます。（いずれもオプション）

帳簿の付け方が分からなくても
商工会がアドバイスします!

商工会サポート付きで
安心価格！

33,000円/年
（消費税込）

インボイス制度にも
対応しています

お問合せはお近くの
商工会まで！

動画で見る確定申告
ご質問を入力いただければ、
AIを活用した
｢税務職員ふたば｣が回答！

チャットボット

・医療費控除
・住宅ローン控除
・マイナポータル連携
　　　　　　　　など

税務職員ふたば

インボイス発行
事業者は消費税
の申告が必要と
なります！

電子証明書を使って電子入札の参加や登記の申請を
行うことができます
～登記所では、会社・法人の代表者等に関する電子
証明書を発行しています～

電子証明書って何？

　行政手続のオンライン申請や企業間の電子契約な
どにおいて、電子文書の作成者の本人確認や改ざん
防止のために用いられる証明書です。
　登記所では、会社・法人の代表者等に関する電子
証明書（商業登記電子証明書）を発行しています。

商業登記電子証明書を利用できる行政手続きは？

　電子入札、登記申請のほか、e-Tax(国税電子申
告・納税システム)、eLTax(地方税電子申告)、社
会保険・労働保険関係手続、電子自治体における各
種の申請・届出等があります。

　商工会では、ユーザーサポートの
充実した、提携電子証明書を、会員
特別価格で提供しております。
※取扱会社は、株式会社帝国データ
バンク及びセコムトラストシステム
ズ株式会社の２社
詳しくは次のページをご覧ください。
https://www.shokokai.or.jp/?page_id=8635
また、お申込の際は最寄りの商工会までご連絡くだ
さい。

申
告
納
税

消費税および

所得税および
復興特別所得税・

贈与税

地方消費税
（個人事業者）

令和
６年

令和
６年

１４
15３
日

日

月

月 金

月
まで

まで

事業税・住民税の申告期限：令和６年３月15日(金)まで
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◇◆◇ 各地イベント・セミナー案内 ◇◆◇
商工会 開催期日・場所 イベント名 内　容　等 お問合せ先

穴水町

１月６日㈯
～５月６日㈪

場所：
穴水町内飲食店
（まいもんまつり
加盟店）

穴水まいもんまつ
り「冬の陣」・か
きまつり

　期間中、まいもんまつり加盟店において、能登の冬の味
覚である「能登かき」のフルコースが味わえます。ご来店
の際には事前にご予約ください。

穴水町観光物産協会
TEL:0768-52-3790

能登鹿北

１月～
※開催期間は店舗に
よって異なります

場所：
七尾市中島町他
協賛飲食店等

七尾湾
能登かき街道2024

　「七尾湾 能登かき街道 2024」協賛飲食店において、産
地で食べると味わい格別な「能登かき」が味わえます。
　また、「能登かき直売所」では直売や全国発送を賜わります。

鹿北賑わい創出交流実
行委員会（能登鹿北商
工会内）
TEL:0767-66-0001

能登町

１月14日㈰

場所：
能登町役場
第一駐車場

宇出津港
のと寒ぶりまつり
2024

　能登の冬の味覚を代表する〝寒ぶり〟
　宇出津港のと寒ぶりの解体ショーを開催。解体した「寒
ぶり」は来場者に振る舞われます。
　また、能登のうまいもんや地元特産品が盛りだくさん。
ミニコンサートの歌声と共に能登町宇出津で存分にお楽し
みください。

寒ぶりまつり実行委員
会（能登町商工会内）
TEL:0768-62-0181

かほく市

１月20日㈯
～２月18日㈰

場所：登録飲食店

かほく四季まつり
～冬の味くらべ～
あったか雑炊・鍋
まつり

　まつり期間中に登録飲食店で各店自慢の「オリジナル雑
炊」、「逸品なべ」を食した方に抽選券を配布。後日抽選で
登録飲食店共通お食事券が当たります（満ぷく賞 10,000
円、味わい賞 3,000 円など）。また、登録飲食店のスタン
プ５店舗分を集めると、かほく市共通商品券 1,000 円分
と交換できます。

かほく市商工会
TEL:076-204-6822

白山市

2月16日㈮
（16：00～21：00）

場所：
白山市白峰

白峰雪だるま
まつり

　白山ろく白峰地区の住民が大小さまざまな雪だるまを作
り、地区内が雪だるまでいっぱいになります。夕闇が迫り、
雪だるまに灯りが灯されると、まち全体が幻想的な雰囲気
に。白峰の名物を中心とした飲食物の出店コーナーも各所
に設けられ、食べ歩きも楽しめます。　

白峰観光協会
TEL:076-259-2721

容器を利用・製造・輸入する事業者と包装を利用する事業者（特定事業者）には、市町村が分別収集した容器を利用・製造・輸入する事業者と包装を利用する事業者（特定事業者）には、市町村が分別収集した
容器包装廃棄物を引き取り、再商品化する義務があります。容器包装廃棄物を引き取り、再商品化する義務があります。

再商品化義務のある事業者（特定事業者）

〈再商品化委託申込に関するお問合せ先〉
　　　日本容器包装リサイクル協会オペレーションセンター　TEL：03-5610-6261（受付時間平日9:30～17:30）

容器を作る、又は
輸入する事業者

容器に詰めた商品
を作る、又は輸入
する事業者

販売する商品に紙・
プラスチック製の包
装をする事業者

忘れていませんか？ 容器包装リサイクル法で定められている義務忘れていませんか？ 容器包装リサイクル法で定められている義務忘れていませんか？ 容器包装リサイクル法で定められている義務
容器包装を利用・製造・輸入する事業者の皆様へ

再商品化義務のある容器包装

■ガラス製の容器

飲料、酒類等
のペットボトル
など

■紙容器包装
紙箱、紙袋、
紙のトレイなど
＊段ボール、牛乳等の
　紙パックは対象外

■プラスチック製容器包装
発泡スチロールト
レイ、レジ袋など

色のついたガラス
製容器など

■ペットボトル＊常時従業員数と年間売上高について、以下の条件を両方とも
　満たす場合に限り、小規模事業者として適用除外となります。
業種 売上高 従業員数
製造業等 2億 4,000 万円以下 かつ 20名以下
商業、サービス業 7,000 万円以下 かつ 5名以下
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商工かが.のと商工かが.のと
600号のあゆみ600号のあゆみ
石川県商工会連合会の機関紙は、昭和石川県商工会連合会の機関紙は、昭和
36年12月に創刊号を発行し、今号で36年12月に創刊号を発行し、今号で
600号を迎えました。600号を迎えました。
本紙面では、これまでの歩みを振り返本紙面では、これまでの歩みを振り返
ります。ります。

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
加
賀
・
能
登
商
工
会
〜
い
し
か
わ
自
慢
の

味
と
技
展
〜
」
を
香
林
坊
大
和
八
階
ホ
ー
ル

で
十
月
十
四
日
〜
十
八
日
ま
で
開
催
し
た
。

県
下
二
十
商
工
会
か
ら
六
十
九
の
事
業
所
の

参
加
の
も
と
約
五
百
種
類
の
特
産
品
が
並
べ

ら
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
た
。

平
成
十
九
年
三
月
二
五
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６・
９
の
能
登
半
島
地
震
が
発
生
。
能
登

半
島
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。
同
年

五
月
発
行
号
の
表
紙
で
は
、
風
評
被
害
を
払

拭
す
る
た
め
、
元
気
な
能
登
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

平
成
の
大
合
併
と
い
わ
れ
る
市
町
村
合
併
に

伴
い
、
商
工
会
の
合
併
も
進
ん
だ
。
平
成

十
六
年
四
月
、か
ほ
く
市
商
工
会
が
誕
生（
平

成
の
商
工
会
合
併
県
内
第
一
号
）。
そ
の
後
、

更
に
合
併
が
進
み
三
五
の
商
工
会
が
二
一
年

四
月
に
、
現
在
の
二
十
商
工
会
と
な
っ
た
。

（
下
段
左
の
写
真
は
、
か
ほ
く
市
商
工
会
合
併

認
可
書
交
付
式
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子
）

能
登
空
港
は
、
平
成
十
五
年
七
月
七
日
オ
ー

プ
ン
し
、
羽
田
空
港
と
の
間
を
一
日
二
往
復

運
航
し
て
い
る
。
能
登
地
域
と
首
都
圏
を
結

ぶ
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
、
人
、
も
の
、

情
報
の
交
流
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

521号
H22年11月

499号
H19年５月

481号
H16年５月

479号
H16年１月

第
二
〇
〇
号
発
行
を
記
念
し
、
表
紙
に
九
谷

焼
の
産
業
基
盤
の
確
立
に
大
き
く
貢
献
し
た

九
谷
庄
三
作
の
色
絵
花
鳥
文
大
香
炉
の
カ

ラ
ー
写
真
を
掲
載
し
た
。

昭
和
五
三
年
一
月
、
商
工
会
と
県
と
の
意
見

交
換
、
要
望
の
場
と
し
て
、
初
の
「
中
小
企

業
振
興
懇
談
会
（
知
事
を
囲
む
懇
談
会
）」

を
開
催
。
以
降
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

昭
和
四
七
年
四
月（
百
十
五
号
）、名
称
を「
商

工
会
報
」
に
改
め
、
同
年
七
月
発
行
号
に
初

め
て
表
紙
写
真
を
掲
載
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
六
十
年
二
月
（
二
六
九
号
）
か
ら
現
在
ま

で
、
各
商
工
会
地
域
の
名
所
旧
跡
や
行
事
な

ど
を
表
紙
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
。

昭
和
三
五
年
度
に
鶴
来
商
工
会
を
第
一
号
と

し
て
二
九
商
工
会
が
、
三
六
年
度
に
三
商
工

会
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
認
可
さ
れ
た
。
昭
和

三
六
年
十
二
月
、
機
関
紙
「
石
川
県
商
工
連

会
報
」
創
刊
号
を
発
行
。

200号
S54年５月

186号
S53年３月

118号
S47年７月

1号
S36年12月
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商
工
会
法
施
行
六
十
周
年
記
念
号
を
発
行
。

「
年
表
で
見
る
商
工
会
の
あ
ゆ
み
」
を
掲
載
。

表
紙
を
、
商
工
会
法
施
行
時
の
世
相
を
伝
え

る
北
國
新
聞
朝
刊
・
夕
刊
の
紙
面
（
昭
和

三
五
年
六
月
十
日
付
）
で
飾
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
環

境
は
急
激
に
悪
化
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

影
響
を
受
け
た
事
業
者
を
支
援
す
る
給
付
金

制
度
、
補
助
金
・
助
成
金
制
度
、
融
資
制
度

な
ど
様
々
な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

平
成
二
七
年
三
月
、
北
陸
新
幹
線
長
野-

金

沢
間
が
開
業
し
、
Ｗ
７･

Ｅ
７
系
が
東
京-

金
沢
間
を
結
ん
だ
。
令
和
六
年
三
月
に
は
金

沢-

敦
賀
間
が
開
業
す
る
予
定
で
、
県
内
で

は
金
沢
・
小
松
・
加
賀
温
泉
の
各
駅
に
停
車

す
る
。

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
が
平
成

二
二
年
十
一
月
二
六
日
、
東
京
の
日
本
武
道

館
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も

と
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。石
川
県
関
係
で
は
、

二
団
体
二
九
個
人
が
表
彰
を
受
け
た
。

583号
R３年３月

578号
R２年５月

546号
H27年１月

522号
H23年１月

平
成
十
四
年
十
一
月
に
石
川
県
の
新
庁
舎
が

完
成
し
、
平
成
十
五
年
一
月
六
日
か
ら
新
庁

舎
で
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
庁
舎
は

広
く
県
民
に
開
放
さ
れ
、
敷
地
内
に
緑
地
帯

が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
行
政
庁
舎
十
九
階

に
は
金
沢
市
内
を
全
方
向
か
ら
一
望
で
き
る

展
望
ロ
ビ
ー
と
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
、
一
般
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。

平
成
十
四
年
一
月
六
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ「
利
家
と
ま
つ
〜
加
賀
百
万
石
物
語
〜
」

が
放
送
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
月
二
十
三
日
か

ら
翌
年
一
月
五
日
ま
で
「
加
賀
百
万
石
博
」

が
金
沢
城
公
園
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
光

客
が
石
川
県
を
訪
れ
た
。

平
成
元
年
四
月
、
消
費
税
ス
タ
ー
ト
。
こ
の

年
県
下
全
商
工
会
に
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ

た
。
当
時
は
税
率
三
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

平
成
九
年
に
五
％
、
平
成
二
六
年
に
八
％
、

そ
し
て
令
和
元
年
に
は
十
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。

名
称
を
「
商
工
会
報
」
か
ら
「
商
工
か
が
・

の
と
」
に
。
親
し
み
を
持
っ
た
タ
イ
ト
ル
に

改
め
る
。
以
降
、
現
在
に
至
る
。
表
紙
写
真

は
、
白
山
御
前
峰
か
ら
の
御
来
光
を
撮
影
し

た
も
の
。

473号
H15年１月

467号
H14年１月

319号
H元年４月

268号
S60年１月
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　　　 600号記念
ご愛読感謝　大抽選会　

創刊号
1961(昭和36)年12月発刊

エントリー受付中！
石川県商工会連合会会報｢商工かが.のと｣は、
令和６年１月号で、創刊600号を迎えました。
ご愛読いただき、ありがとうございます。
600号を記念し、いしかわ商工会の“うまいもん”を
プレゼントします！奮ってご応募ください。

を

対象：県内商工会所属の会員様
締切：令和６年１月 31日（水）
応募方法：下記QRコードを読み込み、必要事項を入力し、
送信してください。
抽選・賞品発送：令和６年２月予定

賞品は、「いしかわ商工会お取り寄せうまいもんカタログ」の
中からセレクトしてお送りします。
いしかわ商工会お取り寄せうまいもんカタログサイト
https://shoko.or.jp/contents/common/1688
※販売価格は変動していますので、各店舗サイトでご確認ください。

いしかわ商工会
お取り寄せうまいもんカタログ

申込みはこちらから！

※申込いただいた個人情報は、石川県商工会
連合会からの各種情報提供の目的のみに使用
いたします。

50名50名
ににいしかわの

いしかわのうまいもんを
うまいもんをプレゼント！
プレゼント！

抽選で抽選で

※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。


